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【目的 】多くの 上皮細胞 は細胞膜上面に
一

次繊毛 が

存在 し、細胞外 の 流れ の セ ン サ
ー

と して働 くと考え

られ て い る 。

一
次繊毛 の 異常 が腎嚢胞、肝嚢胞や心

血管系病変な どさま ざまな病態 と関わ っ て い る と考

え られ て い る が 、 そ の 機 序 は不 明 で ある 。

一
方 、光

ピ ン セ ッ トは レ
ー

ザを物体 に照射 した際 に生ず る光

の 放射圧 を用 い て微小粒 子や細 胞 を非接触 で 捕捉す

る 技術 で ある。 レ
ーザ光 を開 口 数 の 大き い 高倍率の

対物 レ ン ズ で集光す る と，そ の 焦点付近 に微小粒 子

を捕 ま える こ とが で きる。今回我 々 は光 ピ ン セ ッ ト

を用 い て 、
一

次繊毛 を微 弱な力 で捕捉す る こ とに よ

っ て 、
一

次繊毛 の 弾性定 数 （ヤ ン グ率）の 測定が可

能か検討 し た 。 【方 法】イ ヌ 腎 細胞 株 MDCK を

Formvar 　 sheet 上 で約 2 週間培養後、顕微鏡下に置

き、一次繊毛の観察を行 っ た 。 次に 、

一
次繊毛先端

に近赤外 レーザで捕捉 し たポ リス チ レ ン ビーズ を接

着 させ 応力 を加 え、弾性 定数 （ヤ ン グ率） の 測定 を

試み た 。【結果】腎細胞 株 の
一

次繊毛 の 観察は 可能 で

あ り、光ピ ン セ ッ トに て
一

次繊毛 の 屈曲 、 伸展、変

位を自由 に操作で きた。捕捉力 と変位距離か ら
一

次

繊毛の ヤ ン グ率を測定可能で あ っ た。【結語】光 ピ ン

セ ッ トを用 い る こ とに よ り
一

次繊毛 に応力を加 える

こ とが可能で あ り、個 々 の 細胞の
一

次繊毛 の 力学的

特性 の 検討が可能 となっ た。

【はじめに】われわれは、こ れまで、内視鏡的に正 常な大

腸粘膜 に おける大腸腺管の 形態学的特徴、お よび微小

過 形成性 病変や微小 腫瘍性 病変を 、共 焦点 レ
ー

ザ
ー

顕微鏡を用 い て 三 次元的に詳細な検討を行い、初期 の

形態学的変化 を同定するの に、共焦点 レ ーザ
ー

顕微鏡

下観察は非常に有用で あ ることを報告 して きた。
一

方 、

生体粘膜に お ける大腸腺管に は 、 奥行きがあり、 管腔側

の 開 口 部か ら粘膜筋板 へ の 腺底部からなるとい う単一

管状腺管という構造をとるが、通常内視鏡検査観察で は、

腺管開 口 部しか み えず、腺管全 体 、 すなわち腺管開 口

部か ら腺底部ま で の 観察は 不 可 能と考えられ て い る。今

回 、 生体粘膜 に お ける大腸 腺管の 全体像を直視的 に観

察で きる可能性を検討した。【対象と方法】ウシ 大腸粘膜

の 生標本を適度に 伸展させ たの ち、色 素内視鏡検査 で

使用 して い る各種染色剤ならび に そ の 他市販 され て い

る染色剤に て染色し、大腸腺管 の 拡大観 察を行 っ た。

【成績と考察1染色方法を工 夫する ことで 、 粘膜内 の 腺

管を直視下 で観察することは 可能で あっ た 。 しか しな が

ら、染色条件及び観察条件に より、得られた画像には か

なりの ば らっ きが あ っ た た め 、現在 、最 適な染色条件及

び観察条件 を決定するた め に、染色剤の 組 み 合わせや、

観察光 の 波長などに つ い て検討中で ある。 直視的な消

化管粘膜腺管の 観察が可能となれば、内視鏡検査そ の

もの で 、極め て初期の 腫瘍性病変の腺管形態を観察す

ることが 可能となるとともに 、生検とい う組織障害を加え

ず に、これ らの 病変 の 詳 細な自然史をも知 ることが でき

るなど、さまざまな病態の 解明 に有用で あると考える 。
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